
１、平成２９年１１～１２月 ３ブロックにおいてモデル図上訓練を実施、結果の取りまとめ

２、平成３０年１月 「災害時におけるペットの救護対策ガイドライン」の改訂等に係る
第３回検討会までにガイドラインに結果を反映

スケジュール

目的

実施ブロック（実施自治体） 訓練内容

中部ブロック（三重県） 東海地震又は南海トラフ地震を想定し、図上訓練を予定

四国ブロック（徳島県） 南海トラフ地震の際の津波を想定し、図上訓練を予定

九州ブロック（熊本県） 平成28年に発生した熊本地震を振り返り、図上訓練を予定

広域支援・受援体制整備に係るモデル図上訓練等について

「災害時におけるペットの救護対策ガイドライン」の改訂にあたり、熊本地震への対応
を振り返り課題を抽出すること、また、今後発生が想定される大規模災害（東海地震、南
海トラフ地震）を見据えて対応することは重要である。
そのため、３ブロックにおいて図上訓練を開催し、広域支援・受援体制整備に係るモデ

ル例を構築する。

実施内容

＜実施時期＞
平成29年１１月及び１２月

＜訓練参加予定者＞
ブロック内自治体担当者、専門家（１～２名）、地方獣医師会担当者、環境省及び各地方環境事務所担当者 等
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平成29年度動物愛護週間中央行事
（動物愛護講演会・パネルディスカッション）

＜屋内行事＞
平成29年９月24日（日）

平成29年度動物愛護週間中央行事
どうぶつ愛護フェスティバル

ーーーペットも守ろう！防災対策ーーー

【動物愛護講演会】

○14:10～14:55 「ペットの防災対策を考える」

講師： 平井 潤子 氏
NPO法人アナイス代表 東京都獣医師会事務局長

＜内容＞
・災害時における動物救護の目的
・災害時における様々な避難のかたち（同行避難のかたち）
・避難生活でのポイント
・災害が起こる前に備えておくこと

【パネルディスカッション】
○15:30～16:30 パネリスト（50音順）

青木 貢一 氏 （一財）ペット災害対策推進協会理事長
江口 ともみ氏（司会） タレント 愛玩動物飼養管理士１級

平井 潤子 氏 NPO法人アナイス代表 東京都獣医師会事務局長
矢崎 潤 氏 JAHA認定 家庭犬しつけインストラクター

＜内容＞
・災害が起こる前の対策
✔災害が起こった際の待ち合わせ場所、連絡方法等を事前に
家族内で決めておく、飼い主仲間とも連携しておく

✔迷子札やマイクロチップ等による所有者明示を行っておく
✔災害時にペットはケージの中で生活する可能性が高くなるの
で訓練しておく 等

・災害が起こってからの対応
✔ペットが、平常時と異なる行動を示したり、体調を崩すことが多い
ため、平常時以上にペットを見守り、獣医師に診察をしてもらう

✔薬が必要なペット（高齢、障害、慢性疾患をもつペット等）を
飼育している場合、薬の名前を覚えておくとともに確保しておく

✔ペットを安心させるために家族が冷静になること（ペットは飼
い主を見ている）また、ペットを直接抱きしめることが大切 等



ペットも守ろう！ 防災対策
備えよう！いつもいっしょにいたいから２

災害時にペットを守れるのは飼い主だけです。

避難が必要か判断することはもちろん、人やほかの動物に友好的であることや
むやみに吠えない、ケージに入るなど社会化や日頃からのしつけが重要です。

＜リーフレットの作成（平成29年９月発行）＞

＜ペットの防災対策＞ ＜飼い主の責任＞ ＜災害時に役立つ社会化やしつけ＞

＜ペットの健康管理と応急処置＞ ＜災害時にペットと過ごす注意点＞


